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特別寄稿・開発のグローバル化
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1　は　じ　め　に

　YMC，MBK間のユU・IJ開発にて’90後’｝’・にスタ

　トをUj　・，たスクー一ター一フロジ・T．クト［EURO

SCOOTER　は、’92＃に「YE50‘としてMBK

］Lj・X一にて牛産開始し、フランス・イタリヤ向を中

心にスク…ターに求められるべ一シックな機能と

ファ・シ・］ン性に豊んだスタイリングが受け入れ

られ堅調な販’花を続けている、
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　その後，現在に至るまですでに他の欧州域内5

ヶ国への仕向地展開を実施し，PAN　EUROPEAN

SCOOTERとしての得割を担っている。
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YE50開発にみる現地開発の実態と将来

　これは，MBK工場においてもCW50（BW’S）

に次く・旗艦商品として製造，販売活動の重要な位

置付けにある。

　又，フランスにおいて40年の歴史を持つデザイ

ン賞である「Janus（ジャヌス）賞」を受賞し，　YE

50の総合的な商品性の高さが立証され専門誌など

により広く公報されている。
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図1　ヨーロッパマーケットの推移
　ここでYE50の商品紹介と共に我々，海外での

R＆D活動の一端を紹介させて載く。
1　2 AK　INERPE

2．開発の背景と狙い

　欧州スクーター市場はイタリアを中心に堅調に

伸長しており（図1，2），それに伴いそれまで実

施して来た日4sLKI内モデル（ACTIVE，　BW’S）

の転用だけでは拡大する市場に対し商品のライン

ナップの点において限界を向えた。

　そこで，新たな対応として欧州全域内に展開可

能な欧州専用モデルの開発により，需要のさらな

る拡大とMBK経営基盤の確立をめざして本プロ

ジェクトは設定された。

　今までの日本国内モデルの常識に囚われず，欧

州域内全体の市場を捕えた物作りを目㌔として

　1）体格に合わせた居住スペース

　2）2人乗りを前提とした車作り

　3）プロテクション感のあるモダンスタイル

　4）盗難防止への対応

を課題にあげて開発に着手した。

　又，これらを達成する為の技術面での狙いを，

「ヨーロッパ人に依る，ヨーロ・ソバ人の為のヨー

ロッパ製スクーター」とした。

　　　k●●●et　clrcle●●■propertion●l　to
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図2　ヨーロッパの50c．cマーケット

3．開発形態

　我々，現地R＆Dにはスクーター闇発における

コンセプトをべ一スとした基本レイアウト設計を

実施できる能力は現在のところ持ち合せない。

　そこで本モデルの開発は，まず，欧州にてプラ

ンニング，デザインの方向性を固め，それをYM

Cの技術で．具現化するという形をとった。

　そして，設計内容をさらに具体化する工程にお
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シート下部ヘルメットポックス

ウェザープロテクションを

配慮したスタイリング

　　　　　　　　　”R〈1）

テレスコ，オイルダンバー

フロントフォーク

図3　YE50商品の特徴

いてMBK］’．±；］－o，）小∫｝毛技f小J，取り引きメーカー一の

技術力，現地での既存部品と／・づ料，さらに現地特

有の使用実態なども配慮に入れながら，目．つ，生

産性向L，コストダウンを目差してに場の各部II『

と連携を取りながら開発を進めた，

　4．商品の特徴

　4－1盗難防止用アタッチメント

　盗難の多発している欧州では大’トのユーザー．・一が

馬1．・ド時に中両を固定物にチェーン、ユーバーなど

図4　盗難防止アタッチメント（バー）

により施錠を施す．、

　そこで車体側面のフレー一ムに溶接されたバーを

。士け容易にロソク出来る様にした。

　又，このバーは熱処理が施され，仮に切り取ろ

うとしても切断に長時間を要し盗難1り∫止に効果的

なものとなっている、、

　合せてこれは中1両転倒時の外装パー一ツ保護にも

・役かっているt，

　4－2　ゆったりスペース

　1250mmと長めのホイールベース設定と，デザイ

ン加の配慮によリドitll度の高いフートボードスへ

一 スと十分に2人乗りのできるシート長の確保か

出来たt．t

　また，ハンドルポジションとも相まってゆった

りとした乗車スペースを実現した、，これにより，

合せてフルサイズのヘルメットボックススベース，

7．3Lのタンク容疑も確保することができた。

　4－3高性能E／G

　JOGと同等のスベックを持つ水’ドエンジンはす

でに日本市場で高い，；平価を得ているもので，ハワ
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YE50開発にみる現地開発の実態と将来

フルな性能と高い信頼性は欧州でも同様，高い評

価を得ている。
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　　　　　YE50
　｝一一≡－　　SFERA（Plaggio）

　一一一　一　一一　　S　V50（Peugeot）

図5　機能評価（他社比較）
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4－4総合的なポテンシャルの高さ

　それぞれの機能もさる事ながら，全体的なバラ

ンスの良さもYE50の特徴といえる。

　以ドに欧州内における競合中との比較を示す。

（図5，6）

　5．〔Janus賞〕の受賞

　この3月フランスにおいて，INSTITUT　FRAN・

CAIS　DU　DESIGN（フランスデザィン研究所）

主催による選考会が行なわれ，YE50が見判こ

「Janus（ジャヌス）賞」を護得した、，（図7）

　Janus（11f代ローマ時代の神の名）賞はすでに40

年の歴史をもち，ジャーナリスト，L業建築家，

デザイナー等の審査員により審査され，毎年，数

件の援与が行なわれている。

　Janus賞は特定の分野に限らず，商品，視覚デザ

ザイン，環境パッケージ，繊維，等全ての創亘

活動を対象としている。

　受賞は車，風呂釜，香水，おもちゃ，等から

髭そりに至るまで幅広い中，スクーター分野の商

品としては今回のL’YE50”が初めての受賞とな

った。

　選考の条件は商品の魅力，美的一・貫性，革新的，

未来性から始まり，技術的進歩性，材料の選択，

環境への考慮，人間工学の配慮，そして市場へ

の適合性，企業の政策，ブランドイメージのイ

ンテグレーションと多岐にわたり，単なる商品

そのものの評価にとどまらずコンセプト作り，開

発過程，そして企業理念にまで言及した選考とな

っている。

　先にも述べた様にYE50の開発にあたっては欧

州におけるコンセプト作り，デザインの方向性検

討から始まり，それをべ一スとして現地デザイナ
図6　諸元一覧表
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… とELMデザインとの火同N：tl体作業，そこから

具体化したYMC技術，現地ll場・技術とYMC

との開発，生産準備における協力体制など、企画

から販売に至るまでの全ての過程の成果だとみる

事ができる，、

　尚，公式な授’」・は年末，Paris貿易センター一一一にて

実施される1プじである

1993
図7　「Janus賞」ロゴタイプ

＆エラーが現夫である、

　この様な状況の中で，競合他社は次々と新商品

導入を展開して来ている、，

　YE50をべ一スにさらに成果を出して行く為に

は，YMCの物作りの考え方を基本に置きながら，

現地特有の条件（市場1策境，設備，人，メーか一

環境等）を踏まえた現地に適応した物作りのあり

万を今一度考え直す時期に来ている。

　現在，既存モデルの基本’｝‘｝格をべ一スとした新

機ifの開発を現地主体で進めている、、

　　ヒ記の現地に適合した物作りをめざしなから，

ここMBK　R＆Dにしかない「強み．」の技術を持

てる様チャレンジしていきたい。

7．おわりに

　YE50を市場に出して1年が経過した。今後，

市場の声を適確に受け止め改良すべき点は更に改

良を加え，息の長い，名実共にEURO　SCOOTER

となれる様このモデルを育てていきたい。

　それが我々現地R＆Dの果たす役割と認識する、

6．YE50にみる開発のグローバル化

　EC統合の構1’」ζ1に♂メる力曳内1庇通の自由イヒが，今

後，我々の企業活動をより厳しい状況に追いIAむ

事となるであろう、、

　ここで紺介したYE50の開発は我々にひとつの

1’1信をもたらした、

　それをべ一スに市場の以1境変化に対応しながら、

「良い物を，早く，そして安く」開発する為のチ

ャレンジをさらに進めなければならない。

　また，スクーター・一開発における欧州市場での技

術的裏付けは，YMCにとってその歴史からもう

かがえる様にまだ陥liされた状態になく，　トライ

　YE50の開発に死力を尽くして載いた方々にお

礼と更なるご理解，ご協力をお願いする次第であ

るtt

■著　者■

水　野　孝　義

一 40一


